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	「J. Vac. Soc. Jpn.」投稿原稿チェックリスト

	原稿を投稿下さる前に，下記の項目を確認し，□を■に変更して下さい．
(1) 投稿の条件について．
　□ 独自の論文であることを宣言します ． 

　□ 投稿規程に同意します．
　□ 著作権の委譲に同意します．

(2) 原稿第１ページについて

　□ 原稿第１ページに必要事項（表題，著者名，研究機関とその所在地）を書きましたか？

　　　日本語の原著論文の第1ページの例．
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(3) 論文の長さについて （投稿規程，投稿の手引きを参照して下さい．）
　□ 研究論文････刷り上がりで６ページ以内に入りますか？

　□ 解説････････刷り上がりで８ページ以内に入りますか？

　□ 速報････････刷り上がりで３ページ以内に入りますか？ (刷り上がり１ページは１行27字で約100行)

(4) 論文の題名について

　□ 表題は略号を使わず，極力日本語で表現していますか？
　　　例．第二高調波発生（SHG）装置，ポリエチレンテレフタレート（PET）フィルム，ダイヤモンド状炭素（DLC），
　　　　　デオキシリボ核酸 (DNA)，微小電気機械システム (MEMS)，巨大磁気抵抗 (GMR)
　□ 論文の内容を的確に表していますか？

　□ 他分野の人にも理解できますか？

　□ 研究論文・速報・解説・講座の場合，英文の題名は付いていますか？
(5) 本文，図，表について
　□ 研究論文・速報・解説の場合，150語程度の英文要旨は付いていますか？

　□ 句点として「．」，読点として「，」を使っていますか．

　□ 圧力単位にはPa，その他の物理量にはSI単位系を用いていますか？ 
　□ 研究論文・速報・解説の場合，図・表の説明は英語で書かれていますか？

　□ 英文題名，英文要旨，図表の説明等の英語は，専門家に校正してもらいましたか？

　□ 図の数値軸に単位を記入しましたか？
　□ 図と表の欄外に著者名が記入されていますか？
　□ 著作権のある図を引用する場合は，最終原稿提出時の際に，別途転載許可に関する書類を提出しますか?

(6) 脚注・引用文献について（書式，内容に誤りがあるとJ-STAGE上でリンクされませんのでご注意下さい．）
　□ 脚注は，*，*1，*2などの上付きの記号を付け，原稿用紙の下欄に書いていますか？
　□ 文献の引用は1件ずつ 1），2）などの上付きの通し番号を付け，論文の末尾にリストにまとめられていますか？
　□ 引用文献はすべて英語で書かれていますか？ 

　□ 雑誌からの引用文献は 著者名: 誌名, 巻（発行年）ページ. の順に書かれていますか？ 
      例１．T. B. Lindemar, R. L. Pearson and K. Inoue: J. Nucl. Mater., 55 (1975) 359.

　□ 引用文献の誌名には正しい省略名を用いていますか？「Phys. Rev. B」，「Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. B」，

　　 「J. Vac. Sci. Technol. A」などの雑誌ではA，Bまでが誌名です．A，Bは巻に含めないで下さい．
　　　例２．M. Sasaki, Y. Yamada, Y. Ogiwara, S. Yagyu and S. Yamamoto: Phys. Rev. B, 61 (2000) 15653.

　□ 2007年12月以前に発行された「真空」誌からの引用した文献の誌名は「Shinku」となっていますか？

　　　例３．K. Suzuki: Shinku, 33 (1990) 371.
　□ 2008年１月以降に発行された「Journal of the Vacuum Society of Japan」誌からの引用した文献の誌名は
　　「J. Vac. Soc. Jpn.」となっていますか？
  　　例４．M. Kogoma: J. Vac. Soc. Jpn., 51 (2008) 2.
　□ 単行本・プロシーディングスからの引用は正しい書式で書かれていますか？
　　　例５．O. Kubaschewsky and C. B. Alock: Metallurgical Thermochemistry (Pergamon Press, Oxford, 1979)
　　　　　　p. 65.

　　　例６．M. Nakamura and Y. Nakagawa: in Handotai (Semiconductor), ed. NameOfEditor (Shokabo, Tokyo,
　　　　　　1985) 2nd ed. Vol. 2, Chap. 2, p. 85 [in Japanese].

　　　例７．K. Kajimura: Proc. 3rd. Int. Symp. Reinstoffe in Wissenschaft und Technik, Dresden, 1985

　　　　　　 (Akademie-Verlag, Berlin, 1986) p. 166.

　　　例８．K. Tasaka: Proc.7th Int.Conf. on Emerging Nucl. Energy Systems, Chiba, Japan, 1993, 2 (1994) 203.
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